
　

私
が
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
深
く

関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
熊

本
県
男
女
共
同
参
画
社
会
地
域
リ
ー

ダ
ー
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
か
ら
合
志
市
男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
委
員
に
な
り
、
微
力
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
１
月
、
市
誕
生
10
周
年
記
念

気
づ
き
う
な
ず
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
代
表
、
安
藤
哲
也
さ

ん
の
講
演
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
前
の
め
り
で
聞
い
た
講
演
は
初
め
て

で
し
た
。

　
「
パ
パ
が
育
児
・
家
事
に
〝
参
加
〟

す
る
」
と
聞
く
と
、〝
参
加
〟
す
る
と

い
う
言
葉
は
他
人
の
よ
う
な
感
じ
が
し

ま
せ
ん
か
。
パ
パ
も
マ
マ
も
子
ど
も
も

同
じ
船
の
乗
組
員
、
ク
ル
ー
で
な
い
と

船
は
進
み
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
パ
パ
も

マ
マ
も
主
体
的
に
仕
事
を
し
て
、
主
体

的
に
育
児
・
家
事
を
す
る
こ
と
で
、
明

る
い
暮
ら
し
に
た
ど
り
着
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
夫
婦
で
子
育
て
す
る

こ
と
は
同
じ
船
に
乗
り
込
む
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

　
「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
あ
り

ま
す
が
、
週
末
だ
け
の
い
い
と
こ
ど
り

イ
ク
メ
ン
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ご
み
捨
て
一
つ
で
も
違
い
が
あ

り
ま
す
。
す
で
に
玄
関
に
置
い
て
あ
る

ご
み
を
持
っ
て
い
く
の
は
、
た
だ
の

〝
ご
み
移
動
〟
で
ご
み
捨
て
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ご
み
を
集
め
て
持
っ
て
い
く

の
が
ご
み
捨
て
で
す
。

　

90
分
の
講
演
で
し
た
が
、
私
自
身
も

共
働
き
な
の
で
、
と
て
も
感
動
し
て
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
ま
だ
パ
パ

と
し
て
で
き
て
い
な
い
部
分
が
多
い
と

痛
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
の
パ
パ
人
生
に
お
い
て

の
座
右
の
銘
に
な
っ
た
言
葉
を
紹
介
し

ま
す
。

　
「
父
親
が
変
わ
れ
ば
、
家
庭
が
変
わ

る
、
地
域
が
変
わ
る
、
企
業
が
変
わ

る
、
そ
し
て
、
社
会
が
変
わ
る
」

市男女共同参画
推進懇話会委員

原　恭平

素
敵
な
人
生
　
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー

　

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
幅
広
い
意
見
を
聴

き
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
第
６
期
男

女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
委
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

●
応
募
資
格

◦
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
理
解
と
意

欲
の
あ
る
人

◦
平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人

◦
年
７
回
程
度
、
平
日
に
開
催
す
る
懇
話
会

に
出
席
で
き
、
不
定
期
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
で
き
る
人

●
募
集
人
数　

３
人
程
度（
作
文
に
よ
り
選
考
）

●
任
期　

７
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
30
年
６
月
30
日
（
２
年
間
）

●
応
募
方
法

　
　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
応
募
理
由
と
「
男
女
共
同

参
画
推
進
懇
話
会
委
員
に
な
っ
て
や
っ
て

み
た
い
こ
と
や
学
習
し
て
み
た
い
こ
と
」

に
つ
い
て
の
作
文
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
１
〜
２
枚
程
度
）
を
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
応
募
期
限

　

６
月
24
日
㈮　

当
日
消
印
有
効

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
１
‐
１
１
９
５

竹
迫
２
１
４
０

総
務
課　

総
務･
男
女
共
同
参
画
班

（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
１
１
２

FAX（
２
４
８
）１
１
９
６

Ｅ
メ
ー
ル
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ま
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づ
く
り
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組
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で
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ん
か

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
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委
員
募
集

▼
応
募
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合
わ
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総
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総
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合
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運
動
会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、

弁
当
を
作
る
機
会
が
増
え
る
季
節

で
す
。
気
温
が
高
く
な
る
と
食
中

毒
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
品
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
生
肉
に
は
食
中
毒
菌
が
付

い
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

家
庭
で
で
き
る

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

◦
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品

は
新
鮮
な
物
を
選
び
、
消
費
期

限
な
ど
を
確
認
し
て
購
入
す
る
。

◦
肉
や
魚
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容
器

に
入
れ
、
冷
蔵
庫
の
中
の
他
の

食
品
に
肉
汁
な
ど
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。

◦
肉
や
魚
を
取
り
扱
う
前
後
は
必

ず
手
指
を
洗
う
。

※
せ
っ
け
ん
で
洗
っ
た
後
、
流
水
で

十
分
に
洗
い
流
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
簡
単
な
こ
と
で
す
が
、
細

菌
汚
染
を
防
ぐ
良
い
方
法
で
す
。

　

熊
本
地
震
の
際
、
貯
油
タ
ン
ク

な
ど
の
転
倒
に
よ
る
油
流
出
事
故

が
県
内
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

油
が
河
川
な
ど
に
流
出
す
る

と
、
生
活
環
境
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
地
震

の
影
響
で
タ
ン
ク
な
ど
の
固
定
が

甘
く
な
っ
て
い
な
い
か
、
配
管
に
破

損
が
無
い
か
な
ど
、
徹
底
し
た
再

点
検
と
管
理
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

事
故
の
処
理
経
費
は
原
因
者

（
事
故
を
起
こ
し
た
人
）
の
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
た
び
事
故

が
発
生
す
れ
ば
莫
大
な
債
務
を
抱

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

油
流
出
事
故
を
起
こ
し
た
、
見

た
と
い
う
人
は
速
や
か
に
環
境
衛

生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
公
害
発
生
の
未
然
防

止
と
生
活
環
境
の
保
全
監
視
を
目

的
に
、
毎
年
各
種
の
環
境
測
定
検

査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
次
の
３
種
類
に

つ
い
て
検
査
し
、
い
ず
れ
も
異
常

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

①
工
場
関
係

◦
検
査
項
目

　

六
価
ク
ロ
ム

◦
検
査
箇
所

　

合
志
技
研
工
業
㈱
メ
ッ
キ
工
場

周
辺
の
土
壌
・
大
気
・
牛
乳
・

主
要
河
川
水
、
市
営
水
道
水
源

地
②
河
川
関
係

◦
検
査
項
目

　

ｐ
Ｈ
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
窒
素
、
リ
ン
、

溶
存
酸
素
量
な
ど

◦
検
査
箇
所

　

塩
浸
川
、
上
庄
川
、
堀
川
、
上

生
川

③
地
下
水
関
係

◦
検
査
項
目

　

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
チ
ウ
ラ
ム
、

ホ
ウ
素
、
硝
酸
態
窒
素
、
各
種

農
薬
な
ど

◦
検
査
箇
所

　

元
気
の
森
公
園
、
蛇
ノ
尾
公
園

◦
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
、
包

丁
や
ま
な
板
を
洗
わ
な
い
ま

ま
、
果
物
や
野
菜
な
ど
生
で
食

べ
る
食
品
や
調
理
の
終
わ
っ
た

食
品
を
切
ら
な
い
。

◦
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十

分
に
加
熱
す
る
。

◦
調
理
前
の
食
品
や
調
理
後
の
食

品
は
、
室
温
に
長
く
放
置
し
な
い
。

※
例
え
ば
、
Ｏ
１
５
７
は
室
温
で
も

15
〜
20
分
で
２
倍
に
増
え
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
４
月
〜
３
月
ま
で

の
１
人
１
日
当
た
り
の
燃
や
す

ご
み
の
量
は
、
昨
年
度
同
時
期
の

４
６
４
ｇ
か
ら
５
ｇ
減
り
ま
し

た
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

油
流
出
事
故
発
生

徹
底
し
た
管
理
を

河
川
な
ど
の

環
境
測
定
結
果
を
公
表
し
ま
す

燃
や
す
ご
み
の
量
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

１人１日当たりの
燃やすごみの量

（４〜３月）

H26 H27

464g 459g
目標
405g

昨年度より５g減りました

きちんと固定されていなかったため、地震で倒れ
てしまった貯油タンク
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